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責任性を考慮した公正な資源配分モデルについて  
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厚生を例（Tiny Timの物語）に挙げ、アーネソンの機  

会均等を見せかけの平等として非難し、機会平等化  

を図るべき実体を優先性（Advantege）と呼ふ   

3．責任性からみた配分モデル   

1．Iまじめに  

社会の計画は、その構成員に対して不平等な資源  

の再配分を意味するが、これが不公正なものであっ  

てはならない。たとえば、生産能力のある者から効  

用消費の大きい者への資源の移転は不公正と考えら  

れるが、これは、効用に関する配分的公正モデルをベ  

ンサム流の功利主義、ロールズ流の平等主義のどち  

らを基礎にしても説明できない（木谷［1］）。   

本研究の目的は、配分的公正に対する二つの問題  

点（ノジヅクのいう効用モンスターとハイエクの自  

生的秩序の重要性）を考慮に入れて、自己責任を考慮  

に入れた社会計画の「責任性」モデルを提案し、社  
ヽヽヽヽヽヽ  

会の計画を立案する行政に対し、どこまで平等に資  

源を配分すべきかを、責任ある大人としての住民を  

念頭におき、その物差しを提供することである。   

2．不随意的環境（資源）と責任性を巡って   

ここで提案する資源配分モデルの概念枠組みはド  

ーキンの責任モデル、平等化すべきものはコーエン  

の優先性とする。すなわち、行政がある有限の資源  

をもち住民にそれを分配する。住民はこの資源を用  

いて優先性を高めることができるが、それは個々の  

努力にも依存する。この努力は個々の選好によるも  

のである。個々の住民はあるタイプに属し、それは  

個人に責任のない不随意的な環境とみる（［2］，p280－）。  

＜社会の記述＞X：資源配分レベルの空間、E：努  

力レベルの空間、S＝SlU…USr：個人特性の分割  

（r－typeS）、u（x，e，S）：特性sをもつ個人がx（∈  

X）の資源を受け、e（∈E）だけ努力するときの優位  

性（Ⅹ，eに関して単調増加）、eS（g）：特性sをも  

つ個々人の努力応答関数（個人合理的：効用最大化）  

＜行政側のもつ情報＞  

（1）各タイプ1の優位性ul（Ⅹ，e）   

ui（Ⅹ，e）＝∑s＿Siu（Ⅹ，e，S）P（s）／P（Si）   

（PはS上の確率測度）  

（2）利用可能な資源uを個々人の努力eに基づき配   

分（変換g（e））する際のタイプiの努力応答   

F⊥g（E上の確率測度）  

＜機会均等メカニズム＞  

ei（p，g）：タイプiの中での100pパーセンタイルの  

努力とするとき、各pについて、優位性uiの最小値を  

最大化する変換ベクトルg＝（gl，g2，…，gr）  

＜行政の意思決定問題＞  

予算制約：∑i∑。どEgl（e）Flg（e）≦∽のもとで  

配分的公正を考える際に基本となる理論は、ロー  

ルズの「基本財」の平等、センの「潜在能力」の平  

等など、いわゆる功利主義を筆頭とする「厚生主義」  

からの脱去口が近年の主流であるが、配分的公正に個  

人の責任性についてはっきりと言及したのはドーキ  

ンである。ドーキンは不随意的環境に対して無知の  

ベール下で仮説的保険市場という装置を提案する。  

ここでの無知のベールはロールズのものより薄く、  

個々人の選好は知らされているとする。この選好こ  

そがドーキンの責任性を表すものである（ドーキン  

の配分的公正は、不随意的環境を資源と言い換えて  

「資源の平等」といわれる）。   

アーネソンとコーエンはドーキンの責任性モデル  

をもとにそれぞれ、ロールズのいう厚生とセンのい  

う機能を比較基準として厚生（優位性）に対する機会  

（近接性）の平等という概念を提示する。アーネソン  

はゲームの木としての同値性（effective equi．）と  

して機会均等を捉えるが、コーエンは、半身不随者の  

1  

。mini（ui（gi（ei（p，gi）），ei（p，gi）））dp→max  

責任性を考慮しないロールズ流のマクシミン原理   
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（最小優位性の最大化）、及び功利主義的なアプロー  

チ（優位性の総計最大化）では、上の目的関数がそれ  

ぞれ次の様になる。   

min。mini（ui（gi（ei（p，gi）），ei（p，gi）））→max  

ws（Ⅹ，e）＝ⅩS／4 （4－e）卜S／4  

④優位性の把握   

タイプiの優先性 ul（Ⅹ，e）：タイプiの個人の   

特性の期待値   

ui（Ⅹ，e）＝（1／r）∑j＝1ru（sij，Ⅹ，e）  

⑤タイプ1の努力に対する応答、g   

g＝（gl，g2，…，gr）：giはeの増加関数   

gl（e）＝ale（al＞0）  

⑥タイプ1の努力の把握   

ei（Ⅹ）＝（eil（Ⅹ），ei2（Ⅹ），…，eir（x））   

資源Ⅹのもとでのタイプiの努力分布   

es（gi）＝argTnaX。（aie）S／4（4－e）卜S／4  

⑦予算制杓   

w：プランナーのもつ社会Sへの配分資源の総量   

∑i∑j＝1r gi・eij（gi）≦ w（＝1）  

⑧目的関数（w．r．t．gl）   

α）責任主義：∑j＝lr mini（ui（gi，eij（gi）））   

β）平等主義：minjmini（ui（gi，eij（gi）））   

γ）功利主義：∑j＝1r∑i（ui（gi，eij（gi）））  

1  

。∑iP（Si）ui（gi（ei（p，gi）），ei（p，gi）））dp－＞max  

4．責任性モデルによる資源配分の性質  

［補選］fi（Ⅹ，y）（i＝1，2，…，N）が、Ⅹ，yについての増加  

関数、Ⅹ∈［0，1］、Ⅹについて可積分、yに関して微分可  

能で次の3つの性質をもつとする。  

（1）fi（0，y）≧fj（0，y）（∀i，j（i≧j），∀y）  

（2）fl（Ⅹ，y）－fj（Ⅹ，y）≧fl（Ⅹ’，y卜fj（Ⅹ’，y）   

（∀Ⅹ，Ⅹ’（Ⅹ≧Ⅹ’），∀i，j（i≧j））  

（3）fi’（Ⅹ，0）≧fj’（Ⅹ，0）（∀i，j（i≧j），∀Ⅹ）  

このとき、   

y（R）＝（yi（R）＝argmaXyminxminifi（Ⅹ，y））   

y（E）＝（yi（E）＝argmaXySxminifi（Ⅹ，y））   

y（U）＝（yi（U）＝argmaXySx∑ifi（Ⅹ，y））  

の間には、y（R）≧Ly（E）≧Ly（U）が成り立つ。ここ  

で≧Lはレキシミン順序である。  

［定理］優位性ulがs，Ⅹ，eについて微分可能で  

強凹、各個人の効用がⅩと－eについて微分可能で  

強凹、努力eに対する資源配分gl（e）は線形な増加  

関数であるならば、最も優位性の低いタイプへの資  

源配分量について、責任性モデルの解はマクシミン  

による解と功利主義による解の間にある。   

5．数値例  

（∋社会構成員の特性行列、S   

S＝（slj）、Slj：タイプ1の中で、下からj番目の   

個人の特性（正の実数）（各タイプに属する個人の   

数は同じでrとする）  

α   β   γ   

al  ．268  ．300  ．051   
a2  ．028  ．014  ．121   

計  0．625  0．661  0．273  ＋芸  1．250  1．322  0．545   0．937  0．669  1．947   1．249  0．892  2．596   
喪  0．518  0．548  0．226   1．464  1．549  0．636   0．869  0．621  1．807   1．339  0．956  2．783   

6．おわりに   

本研究で考慮されてい  

ない重要な社会的公正の  

視点が二つある。一つは  

ロックやノジックに代表  

される権利の問題であり、  

もう一つはギリガンの  

「正義の論理」に対抗し  

た「世話の論理」である。前者については公共経済  

学などで権利割当ての問題として研究されているが、  

ギリガンのいう「物語的な思考様式」を数理モデル  

で表現するのも、野蛮であるとは思うが社会の計画  

に生かすべく冷静な頭で世話の論理を捉らえるには、  

無意味とは考えていない。今後の課題とする。   
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s＝〔三≡〕  
2タイプで、各構成数は2  

②優位性 u（s，Ⅹ，e）：S，Ⅹ，eに関して単増、凹   

S：特性，Ⅹ：行政が与える資源，e：個人の努力   

例：u（s，Ⅹ，e）＝（sxe）1／2  

③個人合理性 wS（Ⅹ，e）：Ⅹ，eに関してそれぞれ   

単増、単減；凹。各個人は、各自の効用関数wSを   

最大にするように行動（努力）する。  
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